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前
回
は
、
若
い
世
代
を
対
象
に
男
女
共
同
参

画
に
関
連
し
た
お
話
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
年
配
者
の
方
々
に
お
話
を
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

年
配
者
の
方
々
に
向
け
て

◆
女
性
の
社
会
進
出

　

昭
和
30
年
か
ら
40
年
代
に
お
い
て
、
妻
は
家

事
、
子
育
て
を
し
て
家
庭
を
守
り
、
ま
た
夫
は

企
業
で
長
時
間
労
働
に
よ
り
企
業
の
生
産
性
確

保
に
貢
献
し
、
企
業
は
年
功
序
列
と
終
身
雇
用

制
度
を
守
る
相
互
関
係
に
よ
り
企
業
の
業
績
を

伸
ば
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
全
体
が
高
度
経
済

成
長
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
経
済
環
境
の
変
貌
で
、
企

業
は
、
企
業
実
績
が
上
が
ら
な
い
た
め
、
雇
用

制
度
を
改
め
、
人
件
費
見
直
し
や
成
果
主
義
へ

移
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
家
庭
に
お
い
て
は
、
夫
の
収

入
が
減
り
家
計
が
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
夫
だ

け
の
収
入
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

増
加
や
企
業
の
Ｏ
Ａ
化
な
ど
で
女
性
の
就
業
機

会
が
増
加
す
る
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
め
ば
、
共
稼
ぎ
世
帯

が
増
加
し
ま
す
。

◆
固
定
的
役
割
分
担
の
意
識
改
革
を

　

共
稼
ぎ
世
帯
で
は
、
仕
事
、
家
事
、
育
児
、

教
育
、
介
護
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
り
様
々
な

悩
み
を
抱
え
、苦
労
し
て
い
る
の
に
加
え
、様
々

な
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
家
事
、
育
児
、
介
護
の
分
担

が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
し
わ
寄

せ
が
ど
こ
に
集
中
す
る
か
明
ら
か
で
す
。
そ
の

た
め
、
夫
婦
間
で
、
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

れ
は
、
若
い
世
代
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
年
配
者
の
方
々

も
必
要
な
こ
と
で
す
。

◆
少
子
化
対
策

　

非
婚
化
、
晩
婚
化
に
加
え
、
夫
婦
の
出
生
力

が
低
下
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
少

子
化
の
流
れ
が
ま
す
ま
す
加
速
し
ま
す
。
少
子

化
の
急
速
な
進
展
は
、
社
会
や
経
済
、
地
域
の

持
続
的
な
可
能
性
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
少
子
化
対
策
は
、

優
先
度
の
高
い
重
要
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

最
近
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、「
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
と
、働
き
方
の
見
直
し
の
促
進
」

と
「
子
育
て
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
」

が
多
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
働
く
女
性
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や
働
き
方
の

見
直
し
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
少
子
化
対
策
の
柱
と
言
え
ま
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
が
安
心
し
て
次
の

世
代
を
育
む
た
め
に
も
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
若
夫
婦
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に　

　

若
い
夫
婦
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
苦
労
に
対

し
て
、
ま
た
、
特
に
少
子
化
対
策
の
た
め
に
も
、

年
配
者
の
皆
さ
ん
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
良
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

社
会
全
体
を
見
れ
ば
、
社
会
の
担
い
手
と
し

て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
女
性
だ
け
で
は

な
く
、
年
配
者
の
皆
さ
ん
あ
な
た
方
も
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

◆
退
職
後
の
夫
婦
の
状
況

　

平
均
寿
命
が
延
び
た
結
果
、
あ
る
調
査
で
は
、

夫
の
定
年
後
に
夫
婦
で
過
ご
す
期
間
を
、
昭
和

50
年
と
平
成
16
年
と
比
べ
る
と
、
約
13
年
か
ら

約
19
年
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
夫
婦
の
意
識
と
し
て
、
内
閣
府
「
高

齢
者
の
健
康
意
識
調
査
」
に
よ
れ
ば
、「
心
配
、

悩
み
事
の
相
談
相
手
や
介
護
を
頼
む
相
手
」
に

つ
い
て
、
男
性
は
「
配
偶
者
」
と
答
え
た
割
合

が
高
く
、
女
性
は
「
子
ど
も
」
と
答
え
た
割
合

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
退
職
後
に
男
性
は
女
性

に
比
べ
て
配
偶
者
を
頼
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
各
調
査
か
ら
も
女
性
は
男
性
よ
り
平

均
寿
命
が
長
く
、
配
偶
者
の
死
亡
後
に
一
人
で

暮
ら
す
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
充
実
し
た
老
後
の
夫
婦
生
活
を

　

ま
ず
は
、
老
後
の
夫
婦
生
活
の
長
い
期
間
を
、

家
庭
の
中
だ
け
で
送
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
家
庭
を
中
心
に
長
時
間
二
人
だ
け
で
生
活

し
た
ら
、
ど
ん
な
仲
の
良
い
夫
婦
で
も
、
互
い

に
干
渉
し
合
い
、
い
ざ
こ
ざ
が
起
こ
り
が
ち
で

す
。

　

ま
た
、
男
性
が
女
性
に
頼
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
気
持
ち
の
ま
ま
夫
婦
生
活
を

送
っ
た
ら
、
妻
は
不
満
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

と
な
り
、
夫
婦
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
で
は
夫
が
妻
に
頼
る
ば
か
り

で
な
く
、
夫
は
家
事
に
積
極
的
に
協
力
し
、
家

庭
で
役
に
立
つ
人
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
今
か
ら
、
夫
婦
と
も
に
地
域
社
会

や
共
通
の
趣
味
を
通
じ
た
友
人
グ
ル
ー
プ
、
さ

ら
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
、

決
し
て
生
き
が
い
を
失
っ
た
一
人
暮
ら
し
生
活

を
送
ら
な
い
よ
う
に
、
生
き
生
き
と
充
実
し
た

高
齢
時
代
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
は
、
次
世
代
の
た
め
に
、
明
る
い
つ

が
る
市
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
多
彩
な
経
験

を
も
う
一
度
社
会
に
還
元
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

定
年
後
、
夫
婦
が
と
も
に
充
実
し
た
生
活
を

す
る
上
で
、
夫
婦
の
あ
り
方
は
一
番
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
早
め
に
夫
婦
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
将
来
の
計
画

を
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

つがる市男女共同参画推進
｢市民の集い｣開催のお知らせ　

日　時　11月22日 ㈭　午後６時
場　所　「松の館」
講　師　一條　敦子 氏（COCOAあおもり代表）
テーマ
　「人間を尊重し、思いやり優しさに
　　　　　　　　　　　　あふれるまち」
対象者　市民の方
　　男女共同参画への第１歩です。
　　皆さんをお待ちしています。
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９
月
25
日
、
市
役
所
前
で
「
稲
わ

ら
焼
却
防
止
巡
回
」
の
出
発
式
が
関

係
者
等
約
30
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

福
島
市
長
は
「
わ
ら
焼
き
は
、
健

康
や
交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
ら
焼
き
防
止
を
呼
び
か
け
、
稲
わ

ら
は
有
効
な
土
づ
く
り
の
資
源
で
あ

る
こ
と
を
啓
発
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
、
稲
わ
ら
焼
却
ゼ

ロ
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
後
、
巡
回
指
導
車
で
わ
ら

焼
き
防
止
を
呼
び
か
け
市
内
の
稲
刈

り
を
行
っ
て
い
る
農
家
へ
チ
ラ
シ
配

布
を
し
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

稲
わ
ら
の
活
用
を
お
願
い
す
る
市
長

市職員の人事異動
平成19年10月1日付

新任（旧任）氏名
【部長級】
総務部長（総務部長兼稲垣支所長）

長谷川　勝　則
教育委員会事務局次長兼全国スポーツレクリエー
ション祭事務局分室長（教育委員会事務局次長）   

半　田　　　修
【次長級】
稲垣支所長（全国スポーツレクリエーション祭事務
局分室長） 　　　　　　　　　　　佐々木　富　雄
【総務部】〔出張所〕
出張所副参事（民生部市民課副参事）

成　田　千賀子
【民生部】〔市民課〕
民生部市民課総括主幹（全国スポーツレクリエー
ション祭事務局分室総括主幹） 　　奈　良　淳　子

【福祉部】〔介護課〕
福祉部介護課副参事（出張所副参事）

楠　美　秀　子
【会計課】
会計課総括主幹（福祉部介護課総括主幹）

野　呂　文　子
【車力支所】〔総務財政課〕
総務財政課主幹（車力学校給食センター主幹）

北　澤　　　博
【教育委員会】〔車力学校給食センター〕
車力支所総務財政課技能技師〔兼〕車力学校給食セ
ンター技能技師（車力支所総務財政課技能技師）

松　橋　文　仁

第4回
目

参加者
募集

参加者
募集

参加者
募集 スケートを上手に滑れる基礎を学び

ます。
　水族館ではイルカショーを見学し、バンドウイルカの力
強いダイナミックなジャンプをご覧いただけます。また、
ラッコのお食事タイムではかわいらしい様子をご覧いただ
けます。

日　　　程

１１月１０日 ㈯ 午前8：30～午後4：30
　８：３０ ｢松の館｣ 集合・出発
１０：００　県営スケート場（注１）
１２：００　昼食
１３：３０　浅虫水族館見学
１５：００　浅虫水族館出発
１６：３０　「松の館」到着

募 集 人 員 小学生（５～６年生）　２５人限定
参　加　料 一人1，７００円

申 し 込 み
締 め 切 り

　10月31日㈬までにお申し込みください。
　申し込みは、電話で確認後生涯学習課(「松
の館」)で用意している申込用紙に記入・押
印の上、参加費を添えてお申込ください。
　申し込みには印鑑が必要です。
　募集人員になり次第締め切ります。

服装・準備
上着／防寒のため。
手袋／防寒と安全のため。
飲み物／水分補給のため。

注１） 申し込み時に、スケート靴のサイズをお知らせくだ
さい。

注２） 講師の都合・天候等の理由により内容を変更する場
合があります。

【問い合わせ先】つがる市教育委員会　生涯学習課
電話　４２－１２００（内線13）　

　「ふれあい広場２８」は森田養護学校と近隣の保育所、小・中・高等学校、地域住民、教育・福祉関係者が交流を深め、
相互理解を図るために開催されています。お気軽に、ご来場ください。
と　き　１０月２０日（土）　　　　　 ところ　県立森田養護学校
日　程　９：10～９：30　受け付け　　９：40～11：40　学習発表の広場
　　　　11：40～13：30　うまいもの広場（そば・うどん有料）
　　　　11：40～12：50　いこいの広場、展示・販売、ゲームコーナー

【問い合わせ先】
青森県立森田養護学校(森田町床舞鶴喰104-5)
　「ふれあい広場28」　担当　上田
　　　　　　　電話　２６－２６１０
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高齢者インフルエンザ予防接種について
　今年も、６５歳以上の方を対象に（国が定める内部障害のある方は６０歳以上）インフルエンザの予防接種を実施します。
混雑・混乱・医療過誤防止のため、各医療機関で別表のように接種時間帯等が決められていますので、よく確認のうえで
接種するようにしましょう。 

○対象者　①予防接種日において満６５歳以上の方
　　　　　② 予防接種日において満６０歳～６４歳で、心臓・腎臓・呼吸器等の機能障害をお持ちの方で、国が定める基

準に該当する方
○自己負担額　１人　1,000円（医療機関の窓口でお支払い下さい）
　※ 生活保護世帯の方は、医療機関窓口で「医療受給証（休日・夜間用）」を提示して下されば、料金が無料となります。また、

老齢福祉年金受給者で、世帯のおもな生計維持者が非課税の方も、料金が無料となりますので申請して下さい。
○病院へ持っていく必要な書類　①予診票（必要事項をすべて記入したもの）　　②接種済票

指定医療機関名 電　話 接　種　日 受 付 時 間 備　考

成人病センター(木造) 42－3111
（内線66）

11／1～11／30
（下記一覧表参照） 13：00～13：30 １日８０人程度

（月～金で祝日は除く）

白生会クリニック木造 42－6118 11／1～12／28 ８：30～12：00
14：00～17：00

土曜日は午前のみ
（月～土で祝日は除く）

成　田　医　院(木造) 42－2011 11／1～12／28 ８：30～12：00 （月～土で祝日は除く）

山内クリニック(木造) 42－7171 11／1～12／28 10：00～11：30
15：00～16：30

１日10人程度（電話予約が必要）月・
火・木・金（祝日は除く）　

誠仁会尾野病院(木造) 42－2133 11／1～12／28 ８：30～10：00 １日20人程度（予約が必要）電話可
（月・火・水・木・土で祝日は除く）

斉　藤　内　科(森田) 26－2228 11／1～12／28 ９：00～11：00
14：00～16：00

金曜日は午前中
（月～金で祝日は除く）

尾　野　医　院(稲垣) 46－2059 11／1～12／29 ８：30～12：00
16：00～17：30

水曜日・祝日は休診
土・日は午前のみ車の送迎は無し

ファミリークリニック☆希望
(車力) 56－2148

10／22～12／25
※10月25日11月1･7･15･
21日を中心に行います。

混雑と医療過誤防止のため予約でお願いします。クリ
ニック受付か、お電話で予約して下さい。

み や し げ 内 科(木造) 49－1123 11／1～12／28 14：00～18：30 月・火・木・金（祝日は除く）

つ が る 診 療 所(森田) 26－2751 11／1～12／28 13：00～16：00 月・水・金（祝日は除く）

※　成人病センターで予防接種を希望する方　　　　成人病センター（地区別）の接種日
接
種
日

１１月成人病センター（地区別）の接種日
１日 ２日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １２日 １３日 １４日 １５日

対
象
地
区

松 原
蓮 沼

横 町
上 町
田 町

萢 中
吉 岡・
下 木 造

森田全域
有 楽 町
千 代 町

出 来 島
清 水 町

濁 川
中 の 林
中 館
町 居 田
桜 井
里 見
柴 田

館 岡
亀 ヶ 岡
筒 木 坂
平 滝

下 福 原
吉 見
菰 槌
大 湯 町

近 野
十 文 字
平 野
菊 川
遠 山

広 岡
あざみ岡
越 水
駒 田
吹 原

南 広 森
丸 山
三 ツ 館

接
種
日

１１月成人病センター（地区別）の接種日
１６日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日

対
象
地
区

東 林
西 林
生 田
夕 日 岡

土 滝
加 納
小 田 原
大 畑

蓮 花 田
永 田
善 積

千 代 田
兼 館
出 崎

福 原
石 館

芦 屋
豊 田
芦 沼

蓮 川
川 除

今 市
立 花
出 野 里
芦 部 岡

車力全域 柏 全 域
稲垣全域

※ 　上記の指定日に都合の悪い人は、成人病センター（内線６６）に連絡するか、他のつがる市指定医療機関で接種して
下さるようお願いします。

※　１２時３０分から病院玄関に受付用番号札を準備しますので、それを持ってお待ちください。



　１　木造中央公民館（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・木造菊花秋宝会　・木造盆栽会　・書道　・書の会玉華　・車力書道会　・鷹揚つがる会　・双龍書道会
　　　・瑞林書道会　・流石書道研究会　・夕凪書道会

　２　稲垣交流センター（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・稲垣版画サークル　
　　　・稲垣茶道表千家サークル〈いこいの里〉（11月3日㈯ のみ 9：00～15：00）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月4日㈰　9：00～14：00　舞台日程）
　　　・保育園遊戯　・華丘レクダンスサークル　・稲垣歌謡クラブ　・三味線サークル　・木造カラオケ教室　他

　３　柏農村環境改善センター（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～20：00　11月4日㈰ 9：00～14：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・柏文化サークル　・柏五月会（龍生派・華道）　・手芸　・車力牡丹の会　・森田刺しゅうクラブ　
　　　・稲垣染物サークル　・こよりの会

　４　森田体育センター（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・木造写真クラブ　・森田写真クラブ　・柏写真クラブ　・車力写真クラブ　・森田華道サークル

　５　牛潟公民館（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・木造チャーチル会　・ヒバ切り絵の会　・車力水墨画　・車力末生流　・小、中学生の作品　
　　　・北沢社中（龍生派・華道）
　　　・車力大日本茶道学会（11月2日㈮ のみ 9：00～15：00）

　６　車力農民研修センター（11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　・つがる市囲碁愛好会（西北市町対抗シルバー囲碁大会）

11月2日㈮～4日㈰
■ 舞台公演部門日程（会場：「松の館」）
●11月2日㈮
  9：30～　開会行事
10：00～　山百合会
12：30～　津軽名和会（大正琴）
13：30～　つがる逍遥会
14：50～　柏健康レクダンス
18：30～　木造カラオケ教室

●11月3日㈯
10：00～　丸岡流手踊教室
12：30～　木造藤瑩会
14：15～　華丘レクダンスサークル
15：50～　車力京和会
18：30～　童謡･「蕾の会」

●11月4日㈰
10：00～　木造詩吟舞教室･森田詩吟会
　　　　　  森田吟舞
12：30～　木造大正琴琴友会
　　　　　  木造弥三郎踊り保存会
14：20～　つがる宝生会
18：00～　コーラス華

●11月4日㈰　　10：00～15：00　茶道遠州流中村社中（２階和室）

主催／つがる市文化団体協議会 後援／つがる市・つがる市教育委員会
【問い合わせ先】つがる市文化団体協議会　　事務局／鶴賀　善宏　電話 26－３４７２

■ 展示部門日程

※会場毎に開催時間が異なりますので、時間を確認の上来場ください。




